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管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容 図面内容特 記

Ⅰ． 工　 事　 概　 要

章 項　 　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項

１ ． 工事場所

・  適用する

（ 工事カルテ）

1-2

の　 登　 録

処　 理　 等

工事名

２ ． 敷地面積

３ ． 工事種別

４ ． 工事規模

[1. 1. 4]

3-2

改修工事 特記仕様書

１ ． 適 用 基 準

２ ． 工事実績情報

３ ． 発 生 材 の

）

引渡しを要するもの

※ なし

特別管理産業廃棄物

※ なし

・  あり （

※ 上記以外の発生材は、 可能な限り中間処理施設等において再利用・ 減量化等を図る

ものとし、 処理方法等は監督員と協議する。

現場において再利用を図るもの （ ）
※ 現場における分別－保存材は、 分別する。

・  本工事で発生する建設廃棄物のう ち、 岩手県内の最終処分場（ 中間処理施設経由を
含む） に搬入される産業廃棄物については、 岩手県産業廃棄物税が課税されるので
適正に処理すること。

１ ． 共 通 仕 様

２ ． 特 記 仕 様

○印の付かない場合は、 ※印の付いたものを適用する。
○印と※印の付いた場合は、 共に適用する。

（ ２ ） 特記仕様は、 ○印の付いたものを適用する。

Ⅱ． 改 修 工 事 仕 様

（ １ ） 項目は、 番号に○印の付いたものを適用する。

（ 　 ） 内表示番号は、 標仕の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

図面、 特記仕様書及び現場説明事項に記載されていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共

ただし、 改修標仕に規定されている項目以外は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事標準仕

（ ３） 特記仕様書に記載の［ 　 ］ 内表示番号は、 改修標仕の当該項目、 当該図又は当該表を示す。

５ ． 工事範囲

図面、 本特記仕様書、 標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次の基準による

・  

[1. 3. 2]

・  適用する
技術者 [1. 3. 3]

５ ． 電気保安

[1. 6. 2]６ ． 技　 能　 士

工法

・ Ｓ-Ｆ 1

・ Ｐ ０ Ｓ
・ Ｓ４ Ｓ

・ Ｓ-Ｆ 2

・ Ｍ４ ＳＩ
・ Ｓ４ ＳＩ

・ Ｐ ０ Ｓ Ｉ

・ Ｓ-Ｍ2
・ Ｓ-Ｍ1・ Ｍ４ Ｓ

防水層の種別

※改修標準仕様書3. 5. 2

※改修標準仕様書3. 5. 2

(厚さ)・ 25mm　

・ ＳI -Ｆ 1
・ ＳI -Ｆ 2

施工
箇所種別 断熱材 Ｇ 備考

・ 設ける
脱気装置

・ 設けない

・ 設ける
脱気装置

・ 設けない

・ 設ける・ 設けない
改修用ドレン

・ 設ける ・ 設けない
脱気装置

・ 設ける・ 設けない
改修用ドレン

・ 設ける ・ 設けない
脱気装置

Ｇ

・ 製造所の

・ 製造所の

・ 製造所の

・ 製造所の

・  

・  

・  

・  

・ 製造所の

・ 製造所の

・ 製造所の

・ 製造所の

・  

・  

・  

・  

仕上塗料

使用量種類

・  

・  

・  

・  

・ Ｓ３ Ｓ

・ Ｓ３ Ｓ Ｉ

シーリング材の種類、 施工箇所
下表以外は、 改修標仕 表3. 7. 1による。

施   工   箇   所 シーリング材の種類（ 記 号）

[1. 3. 12]

ルーフィ ング
シート 防水

 [3. 5. 2～4][表3. 5. 1～3]

シーリング改修工法の種類
・  シーリング充填工法
・  シーリング再充填工法
・  拡幅シーリング再充填工法
・  ブリッジ工法 ボンド ブレーカー張り ・  適用する　 ・ 適用しない

エッ ジング材張り ・  適用する  ・ 適用しない

 [3. 1. 4][3. 7. 2～8]［ 表3. 7. 1］

種類： 処理方法：・  あり （ ）

（ 3） （ エ） （ b） による

（ 3） （ エ） （ ｂ ） による

防水の適用
高日射反射率

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

・ Ｓ-Ｆ １  
・ Ｓ-Ｆ ２  
・ Ｓ-Ｍ1

(厚さ)・ 25mm　 ・ 50mm

・ 50mm

保　 護　 層
箇所
施工

塗り厚さ ・ 床塗り工法 ・ 下地モルタル塗り
平場のモルタル塗り 立上り部の保護

モルタル塗り

・ Ｓ-Ｃ1 ・  ・  
※7mm以下
・  

※改修標準仕様書 ※改修標準仕様書

・  

種別
Ｐ 1Ｓ工法の

6. 15. 6( 2) (イ)及び(ウ)に準ずる
・  

6. 15. 6(2) (イ)及び(ウ)に準ずる

屋内防水 防水層の種別

絶縁用シート の材質 ※ 発泡ポリエチレンシート

脱気装置の種類及び設置数量　 　 ※ルーフィ ングシート 製造所の指定による
接着工法のＰＣコンクリート 下地の目地処理 ・ 行う （ ・ 図示 ） ・ 行わない
ＰＣコンクリート 部材の入隅部の増張り ・ 行う （ ・ 図示　 ） ・ 行わない）
ＰＣコンクリート 部材（ 種別Ｓ-Ｆ 1、 Ｓ1-Ｆ 1の場合） の入隅部の増張り

・ 行う （ ※図示 ） 　 ・ 行わない

・ PCｺﾝｸﾘー ﾄ
下地

・  

本設計図書における「 標準詳細図」 他は、 次の基準を指す。

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

各
　
章
　
共
　
通
　
事
　
項

１

適用工事種別 職　 種 技能検定の作業の種別

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート 工事

鉄骨工事

コンクリート ブロック
ALCパネル、 押出成形

セメント 板工事

防水工事

石　 工　 事

タイル工事

木　 工　 事

屋根・ とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

と　 び

鉄筋施工

型枠施工
コンクリート 圧送施工
鉄　 工
ブロック建築

エーエルシーパネル
施工

防水施工

石材施工
タイル張り

 建築大工

建築板金
スレート 施工

内装仕上げ施工

サッシ施工

左　 官

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工
塗　 装

内装仕上げ施工

表　 装

路面標示施工

造　 園

・ とび作業

・  鉄筋組立て作業

・ 型枠工事作業

・ 構造物鉄工作業
・ コンクリート 圧送工事作業

・ コンクリート ブロック工事作業

・ エーエルシーパネル工事作業

・ アスファルト 防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業
・ 合成ゴム系シート 防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート 防水工事作業

・ セメント 系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業
・ 改質アスファルト シート ト ーチ工法防水工事作業

・ Ｆ ＲＰ防水工事作業
・ 石張り作業

・ 大工工事作業

・ タイル張り作業

・ 内外装板金作業

・ スレート 工事作業
・ 鋼製下地工事作業

・ 左官作業

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業

・ 金属製カーテンウォール工事作業

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット 系床仕上げ工事作業

・ ボード仕上げ工事作業

・ 壁装作業

・ 建築配管作業配　 管
・ 溶融ペイント ハンドマーカー工事作業

・ 溶融ペイント マシンマーカー工事作業

・ 造園工事作業

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

・  

７ ． 施 工 条 件 施工順序に制約がある場合

その他の施工条件

[1. 3. 5]

８ ． 建築材料等 (a) 原則として、 全ての材料について監督員の承諾を受ける。

(b) 環境への配慮
※ 改修標仕 1. 4. 1 による

[1. 4. 1]

改修標仕に記載されていない特別な材料の工法は、 材料製造所の指定する
工法とする。

[1. 4. 2]

・  
工事車両駐車場、 資機材置場について

・  

[1. 3. 5]

[1. 3. 5]

　 　 貸与資料（ 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　）

　 　 調査範囲（ ・ 　　 　 　 　　 　 　 　 　・ 図示　　 　 　 　 　　 　 　 　）

※ 石綿含有建材の事前調査
　 　 工事着手に先立ち、 目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

付け材、 成形板、 建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト 、 アモサイト 、 アンソフィ ライト 、 クリソタイル、 クロシドライト 及び

  ト レモライト

・  分析による石綿含有建材の調査

事前調査10. 石綿含有建材の

９ ． 特別な材料の
工　 　 法

調　 　 査
[1. 5. 1]

分析方法

・ 箇所数（  　 　 　 ）
材　 料　 名

・ 箇所数（  　 　 　 ） ・ 箇所数（  　 　 　）
・ 箇所数（  　 　 　 ） ・ 箇所数（  　 　 　）

定 性 分 析

・ 箇所数（  　 　 　）

定 量 分 析
（ JI S A 1481-1又はJI S A 1481-2） （ JI S A 1481-3又はJI S A 1481-4）

サンプル数　 　１箇所あたり３サンプル 採取箇所　 ・  図示　 　 　

施工計画書
施工図及び施工計画書の提出について

工事施工図の描き方（ 平成元年） 」 に準ずるものとする。

に限り発注者に委譲するものとする。

(a)  施工図及び施工計画書は、 各工種において作成し提出する。
(b)  施工図の記載内容及び記載水準は、 建設大臣官房官庁営繕部監修「 建築・ 設備

(C) 本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、 当該建物における使用

[1. 2. 3]11． 施工図及び

(d) 提出部数は、 監督員の指示による。

12. 完成時提出図書 工事完成時の提出図書
※標準仕様書1. 9. 2及び1. 9. 3による。 ・ 　 　

完成図の提出　 （ 　 ） 部

保全に関する資料の提出　 （ 　 ） 部
提出仕様（ ・ 紙ベース　 ・ 電子データ　 ・ 　 　 　 　 ）

[1. 9. 2]

[1. 9. 3]

完成写真
撮影箇所及び提出サイズ、 仕様 ※監督員の指示による　 ・ 　 　 　

13． 設備工事との
取合い

施工範囲

・  図示した貫通孔、 開口部の型枠及びそれらの補強

・  図示した壁、 天井の仕上材、 下地材の切り込み及び下地材の補強

・  自動閉鎖装置取付けの箇所の切り込み及び補強

・  駆動装置が電動による建具類の２ 次配線及び操作スイッチ

・ その他指示するところ

[1. 9. 1] [表1. 9. 1]

施工図

設備機器の位置、 取合い等が検討できる施工図を提出して、 監督員の承諾を受ける。

15． 施工調査

調査範囲

調査方法

・  図示

・  図示

・  図示

[1. 6. 2]

[1. 6. 3]

[2. 4. 1]
・  設ける

（ 規模及び仕上げの程度並びに設置する備品の種類・ 数量等は現場説明書による）

１ ． 監督員事務所

構内既存の施設
・  利用できる（  ・  有償　 ・  無償） ・  利用できない

・  設けない

構内既存の施設
・  利用できる（  ・  有償　 ・  無償） ・  利用できない

３ ． 工事用電力

等の対策
・ 防音パネル ［ 2. 1. 3］４ . 騒音・ 粉じん

２ ． 工事用水

・ 防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　  ※図示

５ ． 足　 場　 等

材料、 撤去材等の運搬方法

Ｃ種： 利用可能なエレベーター（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
・  Ｅ 種・  Ｄ種・  Ｃ種・  Ｂ種・  Ａ種種別

・  「 手すり先行工法に関するガイドライン」 に基づく 足場の設置に当たっては、 同ガイドライ
ンの別紙1「 手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」 における2の(2)手すり据置

Ｄ種： 利用可能な階段（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

内部足場 ・ 設置する（ ※脚立、 足場板等　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設置しない

外部足場 ・ 設置する（ ・ 枠組足場　 ・ 単管足場　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設置しない
防護シート による養生 ・ 行う （ ・ 工事に必要な範囲　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う 。

た場合は、 受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。
既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。 また、万一損傷等を与え

［ 2. 3. 2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　 　 ・  図示　 　 ・  

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別
・  せっこうボード（ 9. 5mm）

防炎シート

下地
・  Ａ種

・  Ｂ種
※ Ｃ種 単管

・  合板（ 9mm）

・  無し

［ 表2. 3. 1］

グラスウール 厚さ　　 mm ・  木

仕上材 （ 厚さ　 mm） 塗装 充填

・  片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・  

・  既存部分

・  既存ブラインド、 カーテン等
養生の方法（ ※ ビニルシート 等　 　 ・ 　 　 　 　　 ）
養生の方法（ ・  ビニルシート 等　 　 ・ 　　 　 　 　 ）
保管場所　（ ・  図示　 　 ・ 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ）

・  備品、 机、 ロッカー等の移動 （ ・  図示　 　 ・ 　 　 　 　　 　 　 　 　　 ）

・  既存家具、 既存設備等
養生の方法（ ※ ビニルシート , 合板　　 ・ 　 　 　　 　 ）

養生の方法等 [2. 3. 1]

・  ・  ・ 片面
・ 無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

６ ． 既存部分の
養　 生

２

[2. 2. 1] [表2. 2. 1]

３

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

調査報告書の提出部数　 　 ・ 2部　 　 ・ 　 　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

施工数量調査

１ . 既存防水層等の
処置

[3. 2. 3～6]
既存保護層の撤去 ・  行う（ 範囲　 ・  図示　　 ・  　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ）

・  行わない
・  行う（ 範囲　 ・  図示　　 ・  　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ）既存防水層の撤去
・  行わない

・  行う
・  行わない

（ ・  Ｍ４ＡＳ　 　 ・  Ｍ４ＡＳＩ 　 　 ・  Ｍ４ Ｃ　 　・  Ｍ４ＤＩ 　 　 ・  Ｌ ４ Ｘ ）
既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既存防水層の下地補修
既存下地の補修箇所の形状、 長さ、 数量等　 　 　 ・  図示　 　・  

改修用2重ドレン
・  設ける（ POAS、 POASI 、 P0D、 P0DI 、 P0S、 P0SI 、 P0Xの場合）

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ 工法（ 機械式固定方法） の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立
上り部等の処置

※ 改修標準仕様書3. 2. 6(4) (ウ)(ｇ )　 １　～　 ３　 による　 　 ・  

スチレンフォーム断熱材3種
※JI S A 9521による押出法ポリ

防水層の種別

・ P2A

・ P1B

・ P2AI

工法 種別 施工箇所

・ A-1

・ A-3

・ B-1

・ AI -1

・ AI -3

・ BI -1

立上り部の保護絶縁用シート

※フラット ヤーン

70ｇ /m2程度
クロス

厚さ0. 15mm以上

（ 材質）

断熱材 Ｇ

ルーフィ ングシート の種類及び厚さ
改質アスファルト ルーフィ ングシート 及び部分粘着層付改質アスファルト

平場の保護ｺﾝｸﾘ ﾄーの厚さ
こて仕上げ　 　 ※水下　 80mm以上
タイル張り　 　 ※水下　 60mm2以上

※改修標準仕様書表3. 3. 3から表3. 3. 9による

※ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・ 乾式保護材
・ 窯業系パネル： 無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、 オート クレーブ

養生したもの。
・  窯業系パネル－Ⅰ類（ 寒冷地仕様）

・  窯業系パネル－Ⅱ類（ 一般地仕様）

屋根保護防水防　 水
 ［ 3. 3. 2～5］ [表3. 3. 3～10]

・ A-2

・ BI -2

bA(スキン層あり)

（ 厚さ） ・ 25mm
・ P1BI

・ B-2

・ AI -2

・ 50mm

・ 乾式保護材
（ 　 　 　 　 　 　 ）※図示

・ ｺﾝｸﾘー ﾄ押え

・ れんが押え
(※JI S R 1250
・ 　 　 　 　  )

２ ． アスファルト

・ 金属複合版： 金属板と樹脂を一体化させたもの。
表面材は不燃　 耐衝撃性500ｇ 　

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

・ M4C

脱気装置

・ 設ける　 ・ 設けない
改修用ドレン

・ 設ける　 ・ 設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

・ M3D
・ P0D

・ D-1

・ P0DI
・ M3DI
・ M4DI

・ DI -1

断熱材 Ｇ施工箇所種別工法 備考

脱気装置
・ 設ける
・ 設けない

改修用ドレン
・ 設ける
・ 設けない

・  

・  

・  

防水層の種別
屋根露出防水

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量
※アスファルト ルーフィ ング製造所の指定による

※アスファルト ルーフィ ング製造所の指定による

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、 ルーフド レイン回り及び立上り部周辺の断熱材
の張りじまい位置

※図示

施工箇所

屋内防水
防水層の種別

工法 種別

・  P1E
・  P2E

・  E-1 ・ 設ける
・ 設けない

押さえ金物の材質、 形状寸法
※ アルミ ニウム製、 Ｌ －30×15×2. 0mm程度

屋上排水溝 ・ 適用する（ 施工範囲　 ・ 図示　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
・ 適用しない

（ 材質）

・  

・ DI -2
※JI S A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。 ただし、 硬質ウレタンフォーム
断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除く JI S

（ 厚さ） ・ 25mm　

・  E-2

・ C-2

・ C-4
・ C-3

・ C-1

・ D-2

（ 種類）  ※ 図示

保護層

［ 表3. 3. 1、 表3. 3. 10］

ルト シート

脱気装置
・ 設ける　 ・ 設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所種別工法 備考

・  

・  

防水層の種別

・ M4AS ・ AS-T2
・ AS-J2

・ M3AS
・ P0AS

・ AS-T1

・ AS-T3
・ AS-T4
・ AS-J1

[3. 4. 2～3][表3. 4. 1～3]

脱気装置の種類及び設置数量

仕上塗装の種類及び使用量

脱気装置

・  
・ M3ASI
・ M4ASI

・ P0ASI

・ ASI -T1
・ ASI -J1

改修用ドレン

防湿層

・ 設ける　・ 設けない

・ 設ける　 ・ 設けない

・ 設ける　 ・ 設けない

（ 材質）
※JI S A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。 ただし、 硬質ウレタンフォーム
断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除く JI S

（ 厚さ） ・ 25mm　

※改質アスファルト シート の製造所の指定による

※改質アスファルト シート の製造所の指定による

※改修標準仕様書表3. 4. 1から表3. 4. 3による

防水

・ AS-J3 ・ 設ける　 ・ 設けない
改修用ドレン

・ 50mm

部分粘着層付改質アスファルト シート の種類及び厚さ

押え金物の材質. 形状寸法 ※ アルミ ニウム製、 Ｌ －30×15×2. 0mm程度

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿用シート 　 ・ 設置する　 ・ 設置しない

３ ． 改質アスファ

４ ． 合成高分子系

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

・ Ｓ-Ｍ2

・ ＳI -Ｍ1
・ ＳI -Ｍ2

機械式固定工法の場合の一般部のルーフィ ングシート の張付けは、 建築基準法により
定まる風圧力に対応した工法 ・ 図示による　 ・ 　 　

[3. 6. 2～3][表3. 6. 1～2]５ ． 塗膜防水

・ Ｐ ＯＸ

工法 種別
仕上塗料

使用量種類

・ 製造所の ・ 製造所の
仕様による 仕様による

・  ・  

・  

・ 設ける・ 設けない
改修用ドレン

・ 設ける ・ 設けない
脱気装置

施工箇所 防水の適用 Ｇ

高日射反射率 備考

・ Ｌ ４ Ｘ ・ 製造所の ・ 製造所の
仕様による 仕様による

・  ・  

・  
・ 設ける
脱気装置

・ 設けない

・ Ｘ －１
・ Ｘ －２
・ Ｘ -1Ｈ
・ Ｘ -2Ｈ

・ Ｘ －１
・ Ｘ －２

・ Ｘ -2Ｈ
・ Ｘ -1Ｈ

・ Ｐ Ｙ 1
・ Ｐ Ｙ 2

※Ｙ －２
・  ・ 設ける ・ 設けない

保護層

脱気装置の種類及び設置数量　 　 ※主材料製造所の仕様による ・ 図示

６ ． シーリング

既存笠木等の撤去 ・ 行う （ 範囲 ・ 図示　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行わない
下地補修の工法 ※図示

※図示

板材折り曲げ形笠木の取付方法

・  

・  

笠木の固定金具の工法

保証書

・  提出する
・  提出しない

９ ． 防水施工

［ ※ 簡易接着性試験 ・  引張接着性試験（ 部位　 　 　 　 　 ） ］・ 適用する

・ 適用しない

シーリング材の接着性試験

シーリング材の目地寸法
・ 図示による

・ コンクリート 打継ぎ目地及びひび割れ誘発目地は幅２ ０ mm以上、 深さ１ ０ mm以上、
ガラス回りは改修標仕5. 14. 3「 ガラス溝の寸法、 形状等」 による場合を除き幅・ 　 　
深さ共５ mm以上とする。 それ以外は幅・ 深さとも１ ０ mm以上とする

といの材種
・  硬質ポリ塩化ビニル管 ・  ・  配管用鋼管

[3. 8. 2～3][表3. 8. 1～4]７ ． と　 い

・  表面処理鋼板

・ 表面及び裏面の塗装の種類（ 　 　 　 　 　 ）
・ 耐酸被覆鋼板（ 製造所： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

多雪地域の軒どい取付け間隔　 ・ 適用する　 ・ 適用しない

鋼管製といの防露巻き

※図示既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

※ 行う （ 施工箇所
防露材のホルムアルデヒド 放散量

※改修標準仕様書 表3. 8. 4による）

※Ｆ ☆☆☆☆

竪樋受け金物の材質、 形状、 取り付け間隔

・  
※改修標準仕様書　 表3. 8. 2による　 　 　

種                 別
・ 横型 ）・  ろく 屋根用

・  バルコニー用

・  バルコニー中継用

（ ・ 縦型
材種

・  

・  
・  

張掛け幅
・ 100mm以上　 ・ 50mm以上

・ 100mm以上　 ・ 50mm以上
・ 100mm以上　 ・ 50mm以上

表面処理

種別（ 改修標準仕様書表5. 2. 2より） 　 ・ 　 種

着色　 ・ 標準色（ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特注色（ 　 　 　 　 　 ）

部材の種類
・ オープン形式 （ ・  押出し 250形

・ 板材折り曲げ形

・  押出し 300形 ・  押出し 350形）

（ ・ オープン形式　 ・ シ－ル形式）

本体幅（ 　 　 ） mm　  板厚 （ ※ 2. 0　 ・ 　 　 ） mm

ルーフド レンの取付け
※改修標準仕様書3. 8. 3（ 6） による ・ 図示

[3. 9. 2～3][表3. 9. 1]８ ． アルミ ニウム
製　 笠木

建築基準法に基づく 風圧力に対応した工法
※図示　 　 ・ 　 　

ルーフド レン

に関する基本方針(令和４年２月閣議決定)」 に定める判断の基準を満たす物品を示す。
（ ４） Ｇ 印は、 「 国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」 に基づく 「 環境物品等の調達の推進

４ . 施工管理技術者

※ 施工管理技術者は、 工事に相応した能力を有するものとし、 資格等の能力を証明す
る資料を提出する。

改修工事

施設を利用しながらの工事となるので、 施設と協議しながら工事をすすめること。

仮設計画図参照

・ 図示 塗装品
23, 121. 13㎡

指定なし（ 用途地域　 　 　 　 　 　 防火地域　 　 　 　 　 ）準工業

提出仕様（ ・  紙ベース　 ・ 電子データ　 ・ 　 　 　 　 ）

監督員の指示による

再取付

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
-

屋根改修工事
改修工事特記仕様書（ 1）

A-10 01

市民総合体育館フォーラム棟

市民総合体育館フォーラム棟屋根

宮古市小山田二丁目　 地内

フォーラム棟屋根防水改修

フォーラム棟： S造4階建て塔屋1階

建築改修工事標準仕様書（ 建築工事編） （ 最　 新　 版） 」 （ 以下「 改修標仕」 という。 ） による。

様書（ 建築工事編） （ 最　 新　 版） 」 （ 以下「 標準仕様書」 という。 ） による。

・ 建築物解体工事共通仕様書（ 最　 新　 版） 　 国土交通省大臣官房官庁営繕部

建築工事標準詳細図（ 最　 新　 版）

3

MS-2
MS-2

笠木ジョイント
防水端部
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9-3１ .  石綿含有建材の
　 　 除去工事

[9. 1. 1～9. 1. 6]

石綿粉じん濃度測定

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（ 各施工箇所ごと）

・  

・  

・  

適用 測定名称

・  計　 　 点

・  計　 　 点

・  計　 　 点

・  計　 　 点

・  計　　 点セキュリティ ゾーン入口測定4・  

・  測定5
集じん・ 排気装置の排出口

測定8

測定9・  

・  測定7

測定6・  

処理作業中

撤去後1週間以降
・  

処理作業後 （ ｼー ﾄ養生中）

処理作業後シート
調査対象室外部の付近
処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外

・ 施工区画周辺 ・ 敷地境界

・  計　 　 点

・  計　 　 点

・  計　　 点

・  計　 　 点

（ 処理作業室以外の場合）
出口吹出し風速1m/sec以下の位置

測定方法
・ 自動測定器による測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計（ デジタル粉じん計） パーティ クル

イバーモニター） 等の粉じんを迅速に測定できる機器
を用いた測定

・ 測定4
・ 測定5

・ JI S K 3850-1に基ずいた測定

・ 測定4 ・ 測定5

測定名称

・ 測定

・ 測定

メンブレンフィ ルタ直径 (mm) 試料の吸引流量 ( l /mi n) 試料の吸引時間 (mi n)

5 30

47
25

47

10

10

120

240

・ 測定

測定時期、場所及び測定点

・ 適用する　 ・ 適用しない

カウンター、 繊維状粒子自動測定器（ リ アルタイムファ

除去対象範囲　 　 ・  図示

除去工法　 　※ 9. 1. 3(2) (ア)による

除去した石綿含有吹付け材等の処分

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置

※ 湿潤化　　 ・  固形化

石綿含有建材の処理

除去対象範囲　 　 ・  図示

除去した石綿含有保温材等の飛散防止
※湿潤化　・ 固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

除去方法　 　 ・ 破砕して除去　 ・ 手ばらし

・  中間処理（ 溶融施設又は無害化処理施設）
・  埋立処分（ 管理型最終処分場）

作業場周辺の養生
・ 行う（ ・ 養生シート 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 行わない

※ 埋立処分（ 管理型最終処分場）

・  中間処理（ 溶融施設）
・  埋立処分（ 管理型最終処分場）

・  中間処理（ 溶融施設又は無害化処理施設）

・ 石綿含有仕上げ塗材の除去

・  石綿含有吹付け材の除去

・  石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　 　・  図示

除去対象範囲　 　 ・  図示
・  石綿含有成形板等の除去

・  埋立処分（ 管理型最終処分場）

・  石綿含有せっこうボードを除く 石綿含有成形板等

石綿含有仕上げ塗材の除去工法

・ 高圧洗浄工法

除去した石綿含有成形板等の処分
・  石綿含有せっこうボード

・ 電気グラインダー工法（ ・ 湿潤化　・ 　 　 　 ）

・ 　 　

・  

・  埋立処分（ 管理型最終処分場）
除去した石綿含有仕上げ塗材（ 汚泥） の処理

※ 図示による
・  石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・  

Ｇ 断熱材

厚さ (mm)

・  

種　 類

・  ロックウール

・  

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・  押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　 （ スキン層なし）

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  

・  硬質ウレタンフォーム断熱材

・  フェノールフォーム断熱材

・  グラスウール

施工箇所　　 　 ・  図示　 　 ・  
ホルムアルデヒド放散量　 　 　※ 規制対象外

外装材
備考

・  

種　 類 防火性能

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　 　　 ・  あり　 　 ・  なし

下地面の清掃　　 　 ・  行う　 　 ・  行わない

欠損部の改修工法　 　 　 ・  改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　 　 ・  

・  

２ .  外断熱改修工事 [9. 2. 2～4]

工法

通気層の有無　 　 ・  あり（ 　　 　 mm） 　 　 ・  なし
不陸等の下地調整　 　 ・ 外装材製造所の仕様による　 　 ・  ・  

Ｇ
[9. 3. 2～4]

種　類

・  断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・  押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （ スキン層なし）

・  硬質ウレタンフォーム断熱材

・  フェノールフォーム断熱材

・  ・  

・  

・  

・  

厚さ (mm)

フェノールフォーム断熱材又は保温材、 接着剤のホルムアルデヒド放散量　 ※Ｆ ☆☆☆☆　

断熱材の種類（ JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材） 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 ）
・  断熱材後張り工法

・  断熱材現場発泡工法

施工箇所　 　　 ・  図示　 　 ・  

施工箇所　 　 　 ・  図示　 　 ・  
厚さ（ ㎜） 　 　 ・  25　 　 ・  30　 　 ・  

・  Ａ種１　 　 ・  Ａ種１ Ｈ

断熱材の種類（ JI S A 9526　 建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム） 　

・ （ 　 　 　 　　 　 　 　 ）

厚さ(mm)　  　  ・ 　 　 　　 　 　
施工箇所　 　　 ・  図示　 　 ・  

・ 図示による　 ・ 　
断熱材に直接ボードの張付けを行う場合の工法

・ 図示による　 ・ 　
断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用する場合の工法

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、 通気性及び植込み

土壌を支え、 流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/m2の載荷重で破損・ 有害なひずみなど異常がな

いこと。 （ 保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　 排水層の許容圧縮強度

透水、 排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（ 保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく 、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、 クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、 かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、 合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、 耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（ 品質・ 性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　 　 　 　・  適用する　 　 ・  適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　 　 　※ 図示　　 ・  

見切り材、 舗装材、排水孔、 マルチング材等　 　 　※ 図示　　 ・  

240L/m2/ｈ 以上

Ｇ
４ .  屋上緑化改修工事 [9. 4. 1～4]

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（ 種類　 ・ 　 　　 　 　 　 ・ 　 　 　 　　 　 ・ 　 　　 　 　 ）
かん水装置　 　 　・  設置する

・ 図示による　 　 ・  

既存保護層の撤去　 　 　・  行う（ ・ 改修標準仕様書3. 2. 3による　 ・ 　 　 　 　 　 　 　　 ）

・  行わない

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

・  

種別 材料 厚さ（ mm）
・  図示・  Ａ種　　 ・  Ｂ種　 　 ・  Ｃ種　 　 ・ Ｄ種

・  建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・  盛土

路床の材料
路床

・  

・  図示・  再生クラッシャラン Ｇ ・  クラッシャラン

・ 切込み砂利

・  凍上抑制層

・  

・  図示

・  

・  砂
・  

・  砂・  フィ ルター層

路床安定処理

Ｇ舗装改修工事

・ 適用する　 ・ 適用しない
路床安定処理の方法

種類 ・  普通ポルト ランドセメント 　 　・  高炉セメント Ｂ種

・  フライアッシュセメント Ｂ種

Ｇ

添加量　 　　 kg（ 目標CBR　 ・  ３  以上　・ 　 　 ）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法
・  安定処理土のＣＢＲ試験

・ 添加材料による安定処理 ・  
・ 路床安定処理用添加材料

・  生石灰（ ・ 特号　 ・ 1号） 　 　 ・  消石灰（ ・ 特号　 ・ 1号）

５ .  透水性アスファルト [9. 5. 2～9]

既存舗装の撤去及び再利用　 　 　※ 図示による　 　 ・  

試験

砂の粒度試験　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 ・  行う　 　・  行わない

路床土の支持力比（ ＣＢＲ） 試験　 　 ・  行う　 　・  行わない

路床締固め度試験　 　 　 　　 　 　 　 　・  行う　　 ・  行わない

現場ＣＢＲ試験　 　 　 　 　　 　 　 　 　・ 行う　　 　 ・ 行わない

路盤

路盤材料

砕石

再生材

・ 　 クラッシャラン

・  クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ 　 粒度調整鉄鋼スラグ

・ 　 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ

・ 　 粒度調整砕石

Ｇ

種　 　 　 　 類

・ 　 再生クラッ シャラン Ｇ
・ 　 再生粒度調整砕石 Ｇ

路盤の厚さ　 　 　 ・  図示による　 　 ・  

舗装の平たん性　 　 　※ 著しい不陸がないもの　 　  

・ 　 行う　 　　 ・ 　 行わない
開粒度アスファルト 混合物等の抽出試験

舗装の構成　　 　 ・ 図示による

３ .  断熱・ 防露改修工事

管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
-

図面内容特 記

断熱材の施工　 　 　 ・  断熱材製造所の仕様による　 　 ・  

外装材の施工　 　 　 ・  外装材製造所の仕様による　 　 ・  
建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・ 図示による　 　 ・ 　　

改修工事特記仕様書（ 2）
A-10 02

屋根改修工事
市民総合体育館フォーラム棟



隣地境界線

体育館

多目的体育館

駐車場

駐車場

駐車場

サービス車路

県道

市道
幅員7. 0ｍ

道
路

境
界

線

隣
地

境
界

線

屋根改修工事

N

管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺図面内容特 記

スロープ

スロープ

相撲場

スポーツフォーラム

駐車場

駐車場
大型バス

スロープ

(身障者用)

アプローチデッキ

セント ラルプラザ

駐車場

(身障者用)

道路境界線

県道
幅員12. 0ｍ

建　 築　 概　 要

計　 　 画　 　 地

敷   地   面   積

用　 途　 地　 域

敷　 地　 概　 要

建　 物　 用　 途

延   床   面   積

規 模 ・  構 造

建　 物　 概　 要

最　 高　 高　 さ

建　 物　 名　 称

防　 火　 地　 域

建　 築　 面　 積

体育施設

-

配置図・ 付近見取り図

宮古第一中学校

閉伊川

ﾏﾘﾝｺー ﾌ゚ DORA

薬王堂

川原田小児科医院

小山田郵便局

宮古市総合福祉センター

閉伊川緑地公園

横山八幡宮

ｵー ﾄﾊ゙ ｯｸｽ

ﾏｸﾄﾞ ﾅﾙﾄﾞ

小
山

田
橋

宮
古

港
線

盛岡地方法務局

簡易裁判所至盛岡方面

至磯鶏方面

至藤原方面

至花輪方面

106

277

277

N

宮古支局

A-10 03

23, 121. 13㎡

配 置 図 付近見取図

A1

至田老方面

宮古高等学校

1: 300(A1)
1: 600(A3）

市民総合体育館フォーラム棟

岩手県宮古市小山田二丁目　 地内

準工業地域（ 都市計画区域内）

指定なし

宮古市民総合体育館

6, 340. 48㎡

9, 146. 53㎡

（ 全体）

（ 全体）

フォーラム棟： S造4階建て

・ 建築概要

（ 工事対象建物）

工事場所



EPS

DS PSDSDSDS

多目的体育館

電気室

EV

ロビー

休憩室 便所

発電機室

機械室

ｼｬﾜー 室 ｼｬﾜー 室

メインアリーナ

器具庫 器具庫

役員室

ロビー
本部席

便所 便所

選手控室選手控室 会議室 ｼｬﾜー 室ｼｬﾜー 室医務室

受水槽

DN

UP

消火栓ポンプ室
便所

便所 便所

便所

ﾚﾌﾘー 室

DS DS

放送室

自販機

EPS

DSDS

土俵 土俵

EXP. J

EXP. J

DSDS

EPS

便所

便所

風除室

器具庫

ﾛｯｶー 室(M) ﾛｯｶー 室(W)

便所

ロビー

幼児・ 高齢者室

Y10

Y9

Y8a

Y7a

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

114, 500

20
,0

00

6,
50

0
7,

00
0

6,
50

0

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

62
,5

00

6,
50

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
50

0
7,

50
0

5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 6, 000 5, 500 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 5, 500

Ya

YB

YA

6,
000

2, 5
00

13
, 30

0

2, 5
00

12
, 00

0

プロパン庫

コーナー

スロープ

管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
図面内容特 記

土俵 観客席観客席

ﾛｯｶー 室 ｼｬﾜー 室

便所

事務室

風除室

管理人室

便所

便所

駐輪スペース

1階平面図

19
,0

00

64, 200

XA

XB

XC

XD

XE

XF

XG

XH

XI

XJ

XK

45, 000

N

エント ランスホール

応接室

（ 参考図）

EV

A-10 041: 400（ A3）
1: 200（ A1）屋根改修工事

市民総合体育館フォーラム棟



屋根改修工事 05A-10
（ 参考図）

7,
50

0
6,

50
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

50
0

62
,5

00

Y0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

64, 200
XK

XJ
XI

XH

XG

45, 000

XF

XE

XD

XC

XB

XA

13
, 30

0

YC

YA

YB

Y5a

Y6a

6,
50

0
7,

00
0

6,
50

0

20
,0

00

Y7a

Y8a

Y9

Y10

5, 5006, 0006, 0006, 0006, 0006, 0006, 0006, 0006, 0005, 5006, 0005, 5005, 5005, 5005, 5005, 5005, 5005, 5005, 5005, 500

114, 500

X21X20X19X18X17X16X15X14X13X12X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

2階平面図

吹抜

ト レーニング室

吹抜

ｼｬﾜー 室

健康相談室

ﾛｯｶー 室

自販機
ｺー ﾅー

ﾛｯｶー 室

バルコニー

EXP. J

観客席

観客席

便所

空調機室

便所

EV

WCWC

EPS

風除室

倉庫

便所
（ 男）

（ 女）
便所

電話

ロビー

展示室
ライブラリー

研修室

EV

PS

DN

DN

ホワイエ

ホワイエ

EPS

吹抜

DN

ホワイエ

風除室

（ 女）
便所

DS

DS

ﾄｯﾌ゚ ﾗｲﾄ
上部

EPS

DN

DN
UP

UP DN

ｼｬﾜー 室WC

EPS

吹抜

吹抜
倉庫

吹抜

DS

UPDN

DS

EXP. J

DS DS DS DS

特 記 図面内容

A1
縮尺

図面区分

図面番号

業務番号

建築意匠

枚の内

改定内容改定月日製図検図承認管理建築士

N

1: 200（ A1）

1: 400（ A3）

市民総合体育館フォーラム棟



枚の内

建築意匠

大会議室

DN

アリーナ上部

EV

EXP. J

DS EPS PS

的場

矢道

着的所

着的所 審判席 器具庫

廊下

DN

清掃人控室

廊下

DN

矢取道

倉庫 器具庫
更衣室

便所
（ 女）

便所
（ 男）

更衣室

巻ワラ練習所

EV機械室

射場

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21

114, 500

5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 6, 000 5, 500 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 5, 500

Y10

Y9

Y8a

Y7a

20
,0

00

6,
50

0
7,

00
0

6,
50

0

Y6a

Y5a

YB

YA

YC

13
, 30

0

XA

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

62
,5

00

6,
50

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
50

0
7,

50
0

物入

UP

屋上

屋上

（ 屋上）

（ 屋上）

+220

屋上

タラップ

タラップ

UP

タラップ ト ップライト
UP

EVホール
タラップ

UP

換気塔
+350

06

+150 +200

+150

排水溝（ W150×H40）
+220

+200

+150

+150

排水溝（ W150×H40）

排水溝（ W200×H100）

+150

+350

排水溝（ W200×H100）

屋根改修工事
市民総合体育館フォーラム棟

管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容 業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
図面内容特 記

PS

EV

EPS

倉庫

事務室

ロビー

厨房

ﾐ ﾃーｨﾝｸ゙ ﾙー ﾑ

便所
（ 男）

（ 女）
便所

湯沸室

TEL

3階平面図

XJ

XK

XG

XH

XI

XB

XC

XD

XE

XF

45, 000

64, 200

Y0

1: 400（ A3）
1: 200（ A1）

（ 参考図） A-10

N



N

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
図面内容

R階平面図

X17 X18 X19 X20 X21

6, 000 6, 000 6, 000 5, 500

Y10

Y9

Y8

Y7

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

62
,5

00

6,
50

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
00

0
6,

00
0

6,
50

0
7,

50
0

： 防水改修範囲を示す

A-10 07

塔屋に設置されているアンテナは工事請負業者が着手時、 ソフト バンクに

アンテナ一時移設の依頼を行なうこと。 （ 費用は原則、ソフト バンク負担）

平場： 既存防水層ケレン・ 清掃の上、絶縁シート 敷設

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

ルーフドレン： 既存鋳物製ルーフドレン撤去の上、
塩ビ製改修用ドレン取付（ 竪型100Φ） 2か所

既存アスファルト 防水層にアスベスト （ アクチノライト ） 含有

1: 200（ A1）

1: 400（ A3）

市民総合体育館フォーラム棟
管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容 特 記

EXP. J

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16

114, 500

5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 5, 500 6, 000 5, 500 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000 6, 000

Y10

Y9

Y8a

Y7a

20
,0

00

6,
50

0
7,

00
0

6,
50

0

Y6a

Y5a

YB

YA

YC

13
, 3

00

XJ

XK

XG

XH

XI

XA

XB

XC

XD

XE

XF

3階屋上

3階矢道
3階屋上

巻ワラ練習所
3階

4階屋上4階屋上
4階屋根

EV機械室

DN

XG

XF

YB

フォーラム棟　 塔屋屋根伏図フォーラム棟　 屋根伏図

6,
65

0

3, 0
00

250

25
0

3,
650

45, 000

4, 500

4, 500

XE

9, 000

4, 500

4, 500

3, 0
00

250

25
0

多目的体育館　 屋根伏図

※3階平面図参照

屋上

タラップ

タラップ

DN

DN

UP

UP

タラップ

DN

DN

屋根改修工事

タラップ

換気塔

ト ップライト

屋根

屋根

3階屋上排水溝（ W200×H40）

排水溝（ W200×H40）

メインアリーナ屋根

4か所

囲み部： 改修内容を示す

ハト 小屋屋根： 下地ケレン・ 清掃の上、
絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定　 非歩行）

防風パネル： 取外し・ 再取付

設備機器架台基礎

平場： 既存防水層ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

ルーフドレン： 既存鋳物製ルーフドレン撤去の上、
塩ビ製改修用ドレン取付（ 竪型100Φ） 3か所

投光器基礎

S

T

U

R

Q

P

タラップ
4階屋上

排水溝（ W200×H40）

排水溝（ W200×H40）

アルミ 笠木： 取外し・ 再取付（ W： 320）

絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）
立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃の上、

立上り： 既存防水層ケレン・ 清掃の上、
絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

排水溝（ W400×H60） AC室外機

AC室外機

動力制御盤 ハト 小屋
屋根

笠木目地：既存シーリング撤去の上、再充填（MS-Ⅱ）



管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容

枚の内

建築意匠

業務番号

図面番号

図面区分

縮尺

A1
図面内容特 記

X1 X2 X3 X4

Z0

5,
50

0
5,

00
0

4,
50

0
1,

50
0

20
0

16
, 7

00

Z1

Z2

Z3

Z4

X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

Y10 Y9 XA XKY8a Y7a Y6a Y5a

Z0

5,
50

0
5,

00
0

4,
50

0
1,

50
0

20
0

16
,7

00

5,
50

0
5,

50
0

4,
20

0
4,

20
0

1,
43

0
20

0

21
,0

30

3,
75

0
35

0

2,
67

0

23
, 7

00

Z1

Z2

Z3

Z4

Z3a

Z1

Z2

Z4a

Z5a

Z6

南側・ 東側　 立面図

東側立面図

南側立面図

▼最高高さ

A-10
屋根改修工事 08

フォーラム棟屋上： 既存防水層ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設
塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

1: 200（ A1）
1: 400（ A3）

市民総合体育館フォーラム棟

笠木目地：既存シーリング撤去の上、再充填（MS-Ⅱ）



枚の内

建築意匠

図面番号

図面区分
A1囲み部： 改修内容を示す

1: 10（ A1）

A-10屋根改修工事
部分詳細図

1: 20（ A1） 09

市民総合体育館フォーラム棟

30
0

屋上パラペット

33
0

ハト 小屋廻り

13
0

10
019

0

6, 000

1, 5001, 5001, 5001, 500

2,
10

0

防風パネル （ 取外し・ 再取付）

2,
40

0

1,
00

0
1,

40
0

空調室外機

動力制御盤

20
0

設備機器架台基礎廻り

320

1, 5002, 100 1, 500 1, 500 1, 500

S： 1/30（ A1） 　 1/60（ A3）

既存アルミ 笠木： 取外し・ 再取付

立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃・ アルミ 製押え金物撤去の上、

［ -40×80×40×2. 3

［ -40×80×40×2. 3
ダブル ダブル

［ -40×80×40×2. 3 ［ -40×80×40×2. 3

L-50×50×2. 390°

脚部： プラベース　 モルタル詰め
Φ60×2. 3

立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃・ アルミ 製押え金物撤去の上、

絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃・ アルミ 製押え金物撤去の上、
絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

ハト 小屋屋根： 下地ケレン・ 清掃の上、
立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃・ アルミ 製押え金物撤去の上、

絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

平場： 既存押えコンクリート ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

立上り： 既存防水層一部撤去、 ケレン・ 清掃・ アルミ 製押え金物撤去の上、
絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

平場： 既存押えコンクリート ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定） 塩ビ被覆鋼板（ シーリング共）

P Q T

R S U

管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容 業務番号縮尺図面内容特 記
17

0

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）
平場： 既存押えコンクリート ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）
平場： 既存押えコンクリート ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

絶縁シート 敷設、 塩ビ系シート 防水t=1. 5（ 機械固定　 非歩行）

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）

塩ビ系シート 防水t=2. 0（ 機械固定　 軽歩行）
平場： 既存押えコンクリート ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

平場： 既存防水層ケレン・ 清掃の上、 絶縁シート 敷設

ＰＨ廻り立上り

ＰＨパラペット



枚の内

建築意匠

図面番号

図面区分

隣地境界線

スロープ

スロープ

体育館

多目的体育館

相撲場

スポーツフォーラム

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場
大型バス

スロープ

(身障者用)

サービス車路

アプローチデッキ

セント ラルプラザ

駐車場

県道

(身障者用)

市道
幅員7. 0ｍ

道
路

境
界

線

道路境界線

県道
幅員12. 0ｍ

隣
地

境
界

線

仮設計画配置図
A-10 10（ 参考図）

荷揚げ時のみ使用（ 周囲はA型バリケード 区画）

最大作業半径　 20ｍ

1, 500×3, 000
敷き鉄板t=22

25ｔ ラフティ クレーン

現場仮設事務所

仮設ト イレ

1: 300（ A1）
1: 600(A3）屋根改修工事

市民総合体育館フォーラム棟
管理建築士 承認 検図 製図 改定番号 改定月日 改定内容 業務番号縮尺

A1
図面内容特 記

配 置 図

N

（ 工事対象建物）


